
包括同意について 
 

 

当院では、診療上の必要があると認められた、ある程度以上のリスクのある処置、検査（手術・麻酔・輸血）については原則として

事前に説明を行い、書面にて同意をいただいて診療しています（個別同意といいます）。一方で、以下の院内で行われる行為につい

ては、個別に書面等による同意を得る手続きは行わず、包括的に同意をいただいたものとして、施工させていただきます（包括同意

といいます）。医療論理上の原則、個人情報保護等の法令を遵守して実施しています。ご不明な点がございましたら、担当の医師ま

たは看護師、その他スタッフまでご遠慮なくお申し出ください。 

 

診療に関する包括同意項目 

 

・一般項目 

問診、視診、身体診察、体温・身長測定、血圧測定、リハビリテーション、カメラ等による患部撮影、など 

 

・投薬・注射等 

通常の投薬、注射、点滴ラインの確保、持続皮下留置針の挿入、局所麻酔、酸素投与など 

 

・処置等 

創傷（キズ）処置、痰などの吸引、膀胱留置カテーテル、口腔ケア、止血処置、酸素投与、チューブ・ドレーン類の固定・脱着、浣

腸、小皮膚切開・縫合など 

 

・検査・モニター等 

血液検査、尿・便検査、薬物中毒検査、痰などの微生物学的検査、心電図・超音波・呼吸等の検査、X 線・ＣＴなどの画像検査、

経皮酸素飽和度測定など 

 

初期臨床研修医の診療、医療系学生・研修生等の研修・見学 

 

当院は、厚生労働省が定める臨床研修病院です。初期臨床研修医が、適切な指導のもと、診療行為に携わっています。また、当院

は、医療職の育成を担う臨床実習機関でもあるため、医療系の学生や研修生、特定行為研修の看護師等に、臨床現場の見学・実習・

研修に参加させることがあります。 

 

診療に関する動画・写真撮影 

 

当院は、患者さんの病巣等の評価、治療方針を決定するために診療中に動画や写真を撮影することがあります。また医療者の医療

技術の向上のために、これらを利用する場合があります。この場合、「個人情報保護法」、「人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針」等の法令、指針に従い、匿名化を図るなど、個人が特定できないよう厳重に管理します。 

 

 

防犯・監視カメラ 

 

院内には、防犯および患者さんの安全確保（転倒・転落など）のため、建物内・病棟等に設置された監視用のカメラがありま

す。撮影された動画は、プラバシーに配慮し、厳重に管理します。動画データは、一定期間を経て消去されます。 

 

診療に伴い発生する情報・試料＊の取り扱い 

 

病歴（カルテ）、画像情報、生理機能検査結果などの情報や、血液・尿などの検査試料、診断のための生検試料、手術で切除し

た病理組織などの試料については、医学の発展・向上のための医学研究目的で利用させていただくことがあります。この場合、

患者さんの人権および個人情報の保護、研究の社会的・学術的な意義、科学的合理性及び透明性の確保などを法令・指針に照ら

し合わせ、必要な場合は倫理委員会で審査・承認を得た上で実施いたします。なにとぞ、ご理解、ご協力いただきますようお願

いいたします。 


